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年、牧野富太郎はギンモクセイの変種としてキンモクセイをOsmanthus fragrans var. 
aurantiacusと命名した。種形容語のaurantiacusは橙黄色のという意味である。これ
を1994年に初島住彦がf. aurantiacusとして品種扱いに訂正した。一方、牧野は1927












るヒイラギモクセイ（Osmanthus × forutunei）は、ギンモクセイとヒイラギ（Osmanthus 
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では、正名として認められている学名はO. fragransとO. fragrans var. arurantiacusの2
種のみである。そして、前者については信頼できるレベルが3段階中の一番上、つま
図4　Acontium`NewryBlue´
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り最も信頼できるとの評価なのに対して、後者については一番下のレベルとなってい
る。アメリカ農務省のGRIN註２では、正名として掲載されているのはO. fragransのみ
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１． The Plant List、http://www.theplantlist.org/：王立キュー植物園とミズーリ植物園が
協働で作成、公開する植物リスト
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